
変化に適応し続けるための環境経営…
環境リスクの『把握・管理・開示』がブレない経営のカギとなる

把握

戦略的な環境経営を始
めるには、
まずは、現状を把握する
必要があります。

電力・熱、水の使用量、
環境リスクの把握ができ
ていますか？

管理

単に、紙、ごみ、電気を
削減する管理になって
いませんか？

経営システムとマネジメ
ントシステムを一体化さ
せ、制度に左右されない
管理をしましょう。

開示

環境への取り組みの成
果は、開示をして初めて、
信頼性、ブランディング
の強化による格付け向
上、収益向上に貢献で
きます。

効果的開示方法とは？

21世紀に入り、国際社会は低炭素社会へと転換し始めました。また、人々の関心は、

水質、鉱物の利用、生物多様性にまで多岐にわたっています。

そのような中、温暖化ガス排出量に関わる条例や様々な制度が制定されています。

先の見えない地球環境時代を賢く生き抜くには

今、『把握』『管理』『開示』の3つの基礎固めをして、どのような変化に対しても柔軟

に対応できる、筋肉質な経営をつくることが求められています。

LRQA ジャパンがご紹介する

『ブレない経営』へのパスポート



環境リスクから学ぶ環境経営

▼ エコプロダクツ展示会 2011 ▼
2011年12月15日～17日

○プレゼンテーション
・ISO 50001を活用してCO2排出量削減計画
をもう一度見直してみませんか
・ 生物多様性が経営の重要課題に

○ブース
ISO 50001認証取得審査中のお客様のシステム
構築事例に関する資料を配布

情報開示から学ぶ環境経営

▼ アジアのサステナビリティと日本の成長 ▼
2012年1月18日

事例から学ぶ 環境経営

▼ 環境経営事例セミナー ▼
2012年2月・3月 （東京・大阪）

2011年12月～2012年3月
開催予定イベント

○講演
世界のトレンドから見えるアジアに必要な
サステナビリティ

○ワークショップ
・サステナビリティとマネジメントの両立
・Assurance for Stakeholders & Business

～日本企業の信頼性を取り戻すために～

○事例紹介
・ISO 50001 導入と運用
・CSR 報告書 第三者検証
・CCWG 排出量検証
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